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	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、インターロイキン10の受容体です。このタンパク質は構造的にインターフェロン受容体と関連しています。インターロイキン10の免疫抑制シグナルを媒介し、炎症性サイトカインの合成を阻害することが示されています。この受容体は、インスリン受容体基質2/PI3キナーゼ/AKT経路を介して骨髄系前駆細胞の生存を促進することが報告されています。この受容体の活性化は、JAK1およびTYK2キナーゼのチロシンリン酸化を引き起こします。この遺伝子には、タンパク質をコードするものとタンパク質をコードしないものの2つの転写バリアントが見つかっています。
	研究分野
	TGF-βシグナル伝達経路、Jak-STATシグナル伝達経路
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CD210 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した THP-1 細胞のフローサイトメトリー分析。

